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国際観光振興の現状と課題
－訪日クルーズ 500 万人に向けて－
廻　洋子
（淑徳大学経営学部観光経営学科教授
2017 年 4 月より敬愛大学国際学部教授）
日時：２０１６年 10 月２７日（木）14：55-16：25
場所：東京女子大学２４号館 24201 教室
訪日クルーズの急拡大
　訪日クルーズによるインバウンドが急拡大をしている。国土交通省によれば、
2015 年の日本港湾へのクルーズ船の寄港回数は、外国客船の寄港回数 965 回を
含む 1454 回にのぼり、アジアのトップである。同年のクルーズ船による訪日外
客数も前年比 2.7 倍の 111.6 万人に上っており、2020 年の達成目標としていた
100 万人を 5 年も前倒しして実現した。この勢いを背景に、政府は 2020 年に訪
日クルーズ客 500 万人達成という野心的な目標を掲げた。
　一方日本のクルーズ人口は伸び悩んでいる。日本が本格的にクルーズ市場に参
入した 1990 年の日本のクルーズ人口は 17 万 5000 人であり、10 隻のクルーズ
船が日本市場で運航されていたが、2014 年の日本のクルーズ人口は 22 万人に留
まり、現在日本籍のクルーズ客船は船齢 20 年以上の中型船 3 隻のみとなってい
る。
　
世界のクルーズ市場動向
　世界のクルーズ人口は急速に増加している。ダグラス・ワード社の「クルー
ズ＆クルーズシップ 2015」によれば、1990 年に 426 万人だったクルーズ人口は
2013 年には約 5 倍の 2280 万人に達している。圧倒的な市場規模を誇るのはア
メリカ市場でありクルーズ人口 1350 万人を誇る。同市場には長さも目的地も航
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路も異なる多様なクルーズが提供されており、また船のグレードも様々で、富裕
層向けから、1 泊 100 ドル前後のカジュアル・クラス向けまで、あらゆる層がカ
バーされている。
　同市場の躍進を牽引したのは 1960 年代に登場したカリブ海におけるマイアミ
を拠点とした 7 泊以下の短い定点定期クルーズ（定期的に同じ寄港地を繰り返し
巡るクルーズ）である。90 年代のメガ・シップ時代到来と共に、低廉化した料金、
カジュアルな船内ライフ、ラスベガススタイルのエンターテーメントといった大
衆化路線が進み、大躍進を遂げた。英国やドイツを中心とする欧州クルーズ市場
も北米市場同様の大衆化が進み、600 万人を超える大発展を遂げた。
　現在世界の船社の注目を集めているのは、アジア市場である。2012 年から
2015 年の 3 年間でアジアのクルーズ人口は 77 万 5 千人から 210 万人へと大幅
に増加したためである。同市場を牽引しているのは、中国市場である。中国本土
からのクルーズ客は 2015 年にはアジアのクルーズ市場の半数を占める 98 万 6
千人にのぼった。2012 年からの年成長率は＋ 66％と驚異的な伸び率であり、こ
の旺盛な新しい市場を目指し近年欧米の船社を中心とする世界の大手有力船社は
次々とアジアへの配船を増やしている。アジア市場向けに配船されるクルーズ船
の 8 割以上がアジア域内のみをクルーズしているが、その多くが日本を寄港地に
含んでおり、訪日クルーズ躍進の源泉となっている。
訪日クルーズ 500 万人に向けて
　訪日クルーズの主な市場は、まず中国本土であり、次に台湾、東南アジアと続
く。中国クルーズ市場の特徴は、9 割以上が中国の港の発着でアジア地域を 6 泊
以下で巡る定点・定期型のカジュアルなショート・クルーズが大半を占める点あ
る。船の大型化による低廉な料金にかかわらず、「豪華」な船内、カジュアルな
船内ライフ、バラエティに富んだ食事、数多くのアトラクション、ラスベガスス
タイルのエンターテインメント、寄港地での観光や買い物と、楽しさ満載であり、
移動が楽なため老人から子供連れまで三世代で楽しむケースも多い。
　訪日クルーズ市場の拡大にはこの中国市場向けの定点・定期型のカジュアル・
ショート・クルーズの取り込みが不可欠であるが、残念ながら日本周辺にはアメ
リカ市場を支えるカリブ海、欧州市場を支える地中海といった恵まれた海域が存
在せず、マスマーケットを狙う短期間の定点・定期クルーズが組み難い。例外は
九州・沖縄の港である。
　言うまでもなく、博多や長崎の港は、中国本土市場向けのクルーズ船の第一の
拠点港である上海港から近距離にあり、地理的優位性が高く、観光地としても魅
力を備えている。定点・定期型クルーズの寄港地としては条件が揃っており、上
海―済州島―福岡―上海といった定点クルーズに組み込みやすい。那覇もアジア
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第２のクルーズ市場を擁する台湾の拠点港基隆が近隣にあり、南西諸島の島巡り
クルーズが可能で、優れたデスティネーションといえる。2015 年の外国船社の
クルーズ船の日本寄港回数上位 5 港は、博多、長崎、那覇、石垣、鹿児島と、九州・
沖縄の港が占める。特に福岡、長崎、那覇港の寄港回数は急増しており、かなり
逼迫した状況にある。まずは、この３港の受け入れ態勢の早急な対策を講じる必
要がある。
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